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CeRu2Al10 は斜方晶 YbFe2Al10 型の結晶構造をもつ物質であり[1]、T0～27 K

で反強磁性秩序を起こすことが報告されている[2]。この反強磁性秩序は通常

とは異なる特徴がある。その一つが 0.34 μB/Ce と磁気モーメントが抑制され

ているにもかかわらず、T0 が異常に高いことである[3]。もう一つが圧力に対し

て4 GPa程度で一次転移的に突然消失することである[4]。一次転移的に消失

することから構造変化などが起こっている可能性がある。そこで本研究では圧

力下 X 線回折により格子定数の変化を調べ、構造相転移の有無を調べた。 

図 1 に格子定数と体積の常圧に対する変化率の圧力依存性を示した。格子

定数、体積は単調に変化しており、9.2 GPa までの圧力下で構造変化がないこ

とを確認した。さらに a 軸、c 軸の格子定数は同程度の変化率に対し、b 軸の

格子定数は変化率が小さいという結果が得られた。常圧における格子定数は

それぞれ a 軸:9.11Å、b 軸:10.27Å、c 軸:9.18Åと b 軸のみ長くなっており、単

純に考えると b 軸の変化率が大きくなるはずであるが、結果は逆である。この

原因は原子配置に関係していると考えられる。CeRu2Al10 の結晶構造は Ce が

c 軸方向にジグザグチェーンを組んでいると考えることができ、その場合の振

動方向は b 軸方向である。このことが b 軸の変化率が小さい原因である可能

性があるが、今回の結果からは未だ明らかではない。 

CeT2Al10(T=Fe, Ru, Os)の系は T の

置換による化学圧力と物理圧力が

比較的よく一致している[5]。このこと

から、今後 T=Fe, Os においても同様

の実験を行い、圧力効果における格

子定数の軸異方性を系統的に調べ

る必要がある。 
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図 1. a 軸(●)、b 軸(■)、c 軸(▲)、体積

V(○、右軸)の圧力依存性（a0、b0、c0、

V0は常圧での値）


